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r研究活動の要約】

保育管理が十分になされていない人工林を混交林化 .広葉樹林化するために､それら人工林に強度の

列状間伐を実施して混交林 .広葉樹林化することが検討されているoそこで､強度の列状間伐実施後に

懸念される問題､および混交林 .広葉樹林化するにあたり必要な以下の調査項目について調査 .解析を

おこなったo

1)列状間伐後の人工林残存木の樹勢調査 

2)伐採跡地における有用広葉樹発生状況調査 

3)伐採跡地に発生した広葉樹の獣害率調査および京都府内における保育管理が十分になされていない

人工林の分布調査

【研究活動の成果】

本研究課題により､以下の研究成果が得られたo

1)ヒノキ林を強度に間伐した場合､水分生理的に異常木を作り出す可能性が示されたoこのことは､

ヒノキ林に強度間伐をおこなう場合や列状間伐をおこなう場合には､特に注意する必要があること

を示すものであるo 

2)京都府内において､人工林を列状間伐した場合に､立地環境条件によっては苗木植栽あるいはそ

の後の森林施業無しに有用広葉樹林化をはかることができない場所があることが明確になったo 

3)京都府中央部に位置する公社林の人工林のうち､広葉樹林化が推奨される森林 (保育管理が十分に

なされていない人工林)は 2割程度分布するに止まるのに対し､経済林として取り扱 うことが推奨

される森林は 8割程度分布することが明らかとなったoまた､本研究は､調査した獣害率､地位､

および施業履歴等のデータを､地理情報システム (GⅠS)を用いて解析することにより､森林計画

を立案する際に必要となる資料を視覚的に捉えることを可能したo

【研究成果の遭元】

本研究成果は､京都府農林水産技術センターのパンフレットや京都府林業普及指導員の技術指導を通

し､森林所有者および森林組合に針葉樹人工林の混交林化 .広葉樹林化の技術指針を示すことで､京都

府民-の成果の還元をおこなうことを予定している○ 

[お問い合わせ先】 生命幕境学部 森林生理生態研究室 准鞭 : 上田 正文
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写真－１ ヒノキ人工林伐採後、10 年が経過して

も、有用広葉樹林化しない林地（ソヨゴが有占し、

他の樹種がほとんど進入していない）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ ヒノキ人工林伐採後、ほとんど裸地化した状態で、わずかなアカマツ稚樹（矢印）が認めら

れる林地（左）とアカマツ稚樹（右）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 列状間伐後の人工林残存木の樹勢調査の様子 

強度間伐によって生じる環境変化が、ヒノキ残存木の樹勢

（健康状態）に及ぼす影響を、残存木の樹幹直径日変化を

測定し水分生理の視点から調査した。その結果、強度間伐

実施後のヒノキ林縁木には、水分収支のバランスが崩れ、

水分生理的な視点から樹勢が低下する個体が出現するこ

とが明らかとなった。赤矢印は、樹幹の直径日変化を測定

するセンサ、白矢印は、センサを制御する装置。 




